
国民の森林・国有林国民の森林・国有林�国民の森林・国有林�

北海道の森林を育てるために北海道産の間伐材を利用した紙を使用しています 

地球を守る木　みんなの財産国有林�地球を守る木　みんなの財産国有林�

http://www.hokkaido.kokuyurin.go.jp/kyoku/ Eメール�h_hozen@rinya.maff.go.jpホームページ�

平成20年�
1月�
No.92

北海道森林管理局 北海道森林管理局 

樹氷の森・阿寒湖畔�



輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
建
築
基
準
法
の

改
正
に
伴
い
、
下
半
期
に
お
い
て

新
築
住
宅
着
工
数
が
激
変
し
た
た

め
、
林
業
・
木
材
産
業
界
に
お
い

て
は
木
材
需
要
の
減
少
な
ど
に
よ

り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

一
方
、
地
球
温
暖
化
の
要
因
で
あ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
具
体
的
な
削

減
数
値
目
標
や
そ
の
達
成
方
法
を

定
め
た
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束

期
間
が
迫
る
中
、
森
林
吸
収
源
対

策
の
推
進
が
図
ら
れ
、
間
伐
等
の

追
加
的
な
森
林
整
備
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
森
林
・
林
業
を
巡
る
さ

ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
北

海
道
森
林
管
理
局
に
お
き
ま
し
て

は
、
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る

天
然
林
の
適
正
な
維
持
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、
外
部
の
専
門
家
か

ら
な
る
「
生
物
多
様
性
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
幅
広
い
ご
意
見

を
い
た
だ
き
つ
つ
生
物
多
様
性
に

資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す

る
な
ど
、
多
様
で
健
全
な
森
林
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
森
林

環
境
教
育
、
国
民
参
加
の
森
林
づ

く
り
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
対
策
を
推
進
し
地

域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
つ
つ
、
国
民
の
皆
様
か
ら
信
頼

さ
れ
る
国
有
林
と
な
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
網
走
西
部
流
域
の
約
十

九
万
Ç
の
国
有
林
に
お
い
て
、
森

林
認
証
を
取
得
す
べ
く
手
続
き
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
一
般
民
有

林
・
道
有
林
と
あ
わ
せ
て
こ
の
流

域
で
日
本
最
大
の
森
林
認
証
エ
リ

ア
の
形
成
を
め
ざ
し
て
お
り
、
地

域
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
た

地
域
経
済
の
活
性
化
や
消
費
者
が

森
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

の
た
め
の
先
駆
的
取
組
を
実
践
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
北
海
道
林
業
の
再
生

に
向
け
て
、

民
有
林
と
連

携
し
た
取
組

を
進
め
る
と

と
も
に
、
低

コ
ス
ト
作
業

シ
ス
テ
ム
の
検
討
、
素
材
の
シ
ス

テ
ム
販
売
の
積
極
的
推
進
等
に
よ

り
素
材
生
産
か
ら
加
工
流
通
ま
で

の
各
段
階
で
の
コ
ス
ト
縮
減
を
図

る
な
ど
、
道
産
材
の
国
際
競
争
力

を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
昨
年
後
半
か
ら
の

急
激
な
市
況
変
化
を
受
け
た
我
が

国
林
業
に
と
っ
て
、
今
年
が
林
業

再
生
の
正
念
場
に
な
っ
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

国
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の

治
山
事
業
な
ど
今
ま
で
の
取
組
も

一
層
の
強
化
を
図
り
、
引
き
続
き

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
国
有
林
野
事

業
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
日
本
林
業
再
生
の
正
念
場
」�

 

北
海
道
森
林
管
理
局
長
　
山
　
田
　
壽
　
夫�

年頭所感�

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
七

月
に
は
地
球
環
境
問
題
を
大
き
な

テ
ー
マ
と
す
る
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
が

洞
爺
湖
地
域
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
枠

組
づ
く
り
が
主
要
議
題
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
サ
ミ
ッ
ト
の
成

果
が
子
供
達
の
未
来
の
糧
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
職
場
に
お
い
て
は
労

働
災
害
が
無
く
、
職
員
全
員
が
健

康
で
過
ご
さ
れ
ま
す
こ
と
を
念
願

す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
、
地
域

の
声
を
反
映
し
、

地
域
に
密
着
し
た

国
有
林
野
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、

各
地
区
毎
に
協
議

会
を
開
催
し
、
市

町
村
長
か
ら
ご
意

見
を
頂
い
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
度
、
各
地

区
の
協
議

会
が
終
了

し
た
こ
と

を
受
け
、

平
成
十
九

年
十
二
月

五
日（
水
）、

全
道
か
ら

二
十
四
名

の
市
町
村

長
を
は
じ

め
、
林
野
庁
か
ら
須
藤
管
理
課
長

及
び
森
川
保
安
林
調
整
官
、
来
賓

と
し
て
北
海
道
庁
か
ら
荒
川
森
林

環
境
局
長
の
出
席
を
頂
き
、
北
海

道
森
林
管
理
局
国
有
林
野
等
所
在

市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、山
田
局
長
を
は

じ
め
、須
藤
管
理
課
長
、荒
川
森
林

環
境
局
長
、当
連
絡
協
議
会
の
代

表
世
話
人
で
あ
る
金
澤
陸
別
町
長

か
ら
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

次
に
、中
道
平
取
町
長（
札
幌
）、

安
斎
下
川
町
長
（
旭
川
）、
堀
佐

呂
間
町
長
（
北
見
）、
棚
野
白
糠

町
長
（
帯
広
）、
谷
口
黒
松
内
町

長
（
函
館
）
よ
り
各
地
区
協
議
会

で
出
さ
れ
た
意
見
等
の
概
要
に
つ

い
て
報
告
を
頂
き
、
そ
れ
に
対
す

る
北
海
道
森
林
管
理
局
の
考
え
方

を
富
澤
企
画
調
整
部
長
か
ら
一
括

説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
意
見
交
換
に
入
り
、

「
森
林
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
針
葉
樹
だ
け
で
は
な
く
広
葉

樹
も
植
樹
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」、「
針
葉
樹
人
工
林
の

除
間
伐
を
行

う
こ
と
で
、

動
物
や
広
葉

樹
が
入
り
込

め
る
環
境
が

で
き
る
こ
と

か
ら
、
除
間

伐
を
す
る
よ

う
指
導
す
べ

き
で
は
な
い

か
」
と
言
っ
た
旨
の
市
町
村
長
か

ら
の
意
見
に
対
し
、「
適
地
適
木

を
図
り
な
が
ら
広
葉
樹
も
植
樹
す

る
な
ど
、
北
海
道
に
あ
っ
た
植
樹

を
行
っ
て
い
る
」、「
除
間
伐
に
つ

い
て
は
、
手
入
れ
を
す
る
こ
と
が

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
な
る
の

で
民
有
林
に
お
い
て
も
除
間
伐
を

推
進
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
貢
献
し
て
ほ
し
い
」
旨
を
森
林

管
理
局
側
が
応
え
る
な
ど
の
や
り

と
り
を
は
じ
め
、
出
席
し
た
市
町

村
長
か
ら
忌
憚
の
な
い
提
案
や
要

望
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
業
務
調
整
課
）

十
一
月
二
十

七
日
（
火
）
に

今
年
で
四
十
回

を
迎
え
る
平
成

十
九
年
度
国
有

林
野
事
業
業
務

研
究
発
表
会

が
、
東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関

の
農
林
水
産
省

（
林
野
庁
）
で

開
催
さ
れ
、
北

海
道
森
林
管
理

局
か
ら
は
四
課

題
を
発
表
し
ま

し
た
。

そ
の
中
で
森

林
技
術
部
門
で

発
表
し
た
後
志

森
林
管
理
署
治

山
課
の
佐
藤
さ
ん
ほ
か
の
「
転
石

固
定
工
に
よ
る
落
石
防
止
対
策
に

つ
い
て
」、
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

で
発
表
し
た
保
全
調
整
課
の
中
鍵

さ
ん
（
前

留
萌
北
部
署
）
の

「
森
林
官
の
ミ
ニ
コ
ミ
活
動
か
ら

始
ま
る
地
域
理
解
の
再
構
築
」が
、

そ
れ
ぞ
れ
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

後
志
署
の
受
賞
は
、「
現
地
状

況
に
応
じ
た
工
夫
さ
れ
た
工
法
で

あ
り
、
実
用
的
で
あ
る
こ
と
」、

中
鍵
さ
ん
の
受
賞
は
、「
森
林
事

務
所
発
の
広
報
活
動
と
そ
れ
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
地
域
と
の
つ
な
が

り
の
深
さ
」
な
ど
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
活
躍
は
、
今
後
の
研

究
発
表
に
臨
む
職
員
に
と
っ
て
も

大
変
励
み
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

（
指
導
普
及
課
）

ミニコミ活動を全国発信した中鍵さん

辻林野庁長官から表彰される佐藤さん

地域ニーズに応えた森林づくりを�地域ニーズに応えた森林づくりを�
北海道森林管理局　国有林野等所在市町村長有志連絡協議会�

平成19年度国有林野事業業務研究発表会 平成19年度国有林野事業業務研究発表会 

保全調整課　中鍵さん 後　志　署　佐藤さん 



◆
一
　
月
◆

■
国
有
林
野
等
所
在
市

町
村
長
有
志
連
絡
協
議

会
（
局
）

■
平
成
18

年
度
北
の

国
・
森
林
づ
く
り
技
術

交
流
発
表
会
（
局
）

■
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
事
業
報
告
会

（
局
）

◆
二
　
月
◆

■
日
高
の
森
林
づ
く
り

を
広
め
る
集
い
（
新
ひ

だ
か
町
）

■
野
幌
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
討
会
（
局
）

■
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
検

討
委
員
会
（
局
）

◆
三
　
月
◆

■
知
床
世
界
遺
産
地
域

科
学
委
員
会
（
札
幌

市
）

■
平
成
18
年
度
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
会
議
（
局
）

■
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ

ス
ト
人
事
院
総
裁
賞
受

賞
記
念
行
事
（
帯
広
）

■
第
一
回
生
物
多
様
性

検
討
委
員
会
（
局
）

4

◆
四
　
月
◆

■
北
海
道
国
有
林
の
取

組
事
項
記
者
発
表

（
局
）

■
「
緑
の
募
金
」
街
頭

募
金
（
札
幌
市
）

■
国
民
の
森
林
づ
く
り

感
謝
状
贈
呈
式
（
局
）

◆
五
　
月
◆

■
支
笏
湖
周
辺
台
風
災

害
復
興
の
森
林
づ
く
り

（
千
歳
市
）

■
モ
ー
ラ
ッ
プ
全
国
植

樹
祭
47
年
目
の
記
念
植

樹
（
苫
小
牧
市
）

■
野
幌
国
有
林
市
民
参

加
の
森
林
づ
く
り
（
江

別
市
）

■
「
錦
水
の
松
」
子
孫

の
植
樹
祭
（
夕
張
市
）

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
木
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
北
見

市
）

■
生
物
多
様
性
検
討
委

員
会
（
局
）

◆
六
　
月
◆

■
第
21

回
森
林
の
市

（
札
幌
市
）

■
支
笏
湖
の
森
再
生
植

樹
祭
（
苫
小
牧
市
）

■
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ

ウ
保
護
増
殖
者
連
絡
会

議
（
礼
文
町
）

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
オ
ダ
モ
資

源
育
成
の
会
植
樹
（
新

冠
町
）

■
第
58
回
全
国
植
樹
祭

（
苫
小
牧
市
）

■
第
１
回
森
林
ふ
れ
あ

い
推
進
事
業
（
共
和
町

ほ
か
）

１～
３月１～
３月１～
３月

４～
６月４～
６月４～
６月
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◆
七
　
月
◆

■
北
海
道
森
林
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
七

定
山
渓
（
札
幌
市
）

■
知
床
永
久
の
森
林
づ

く
り
協
議
会
（
清
里

町
）

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
オ
ダ
モ
資

源
育
成
の
会
植
樹
祭

（
苫
小
牧
市
）

■
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト

二
〇
〇
七
パ
ネ
ル
展

（
局
）

■
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

in
知
床
（
羅
臼
町
）

◆
八
　
月
◆

■
公
開
講
座
「
カ
ラ
マ

ツ
木
炭
の
取
組
と
炭
の

効
能
」（
局
）

■
公
開
講
座
「
触
れ
て

み
よ
う
森
林
の
パ
ワ
ー

を
感
じ
る
炭
づ
く
り
体

験
」（
札
幌
市
）

■
も
っ
た
い
な
い
キ
ッ

ズ
植
樹
祭
（
札
幌
市
）

■
国
連
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
セ
ミ
ナ
ー
（
千
歳
市

ほ
か
）

■
森
林
生
態
系
会
議

（
局
）

◆
九
　
月
◆

■
第
２
回
森
林
ふ
れ
あ

い
推
進
事
業
（
上
川

町
）

■
札
幌
水
源
の
森
づ
く

り
二
〇
〇
七
（
札
幌

市
）

■
公
開
講
座
　
田
野
崎

文
さ
ん
「
聴
く
！
森
に

ま
く
コ
ト
バ
の
種
」

（
局
）

■
美
し
い
森
づ
く
り

「
森
林
の
つ
ど
い
二
〇

〇
七
育
樹
祭
（
七
飯

町
）

■
知
床
科
学
委
員
会
河

川
工
作
物
ワ
ー
キ
ン
グ

（
羅
臼
町
・
斜
里
町
）

◆
十
　
月
◆

■
台
風
森
林
被
害
地
再

生
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

（
七
飯
町
）

■
報
道
関
係
記
者
現
地

見
学
会（
深
川
市
ほ
か
）

■
公
開
講
座
「
森
の
恵

を
食
べ
る
」（
札
幌
市
）

■
道
民
森
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
つ
ど
い
二

〇
〇
七
（
札
幌
市
）

■
平
成
19
年
度
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
現
地
視
察
ツ

ア
ー
（
江
別
市
ほ
か
）

■
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
「
共
生
に

よ
る
森
林
保
全
研
修
」

受
入
（
本
別
町
ほ
か
）

◆
十
一
月
◆

■
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
現

地
検
討
会
（
鹿
追
町
）

■
エ
ゾ
シ
カ
被
害
対
策

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
検
討
会
（
局
）

■
平
成
19
年
度
低
コ
ス

ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地

検
討
会

◆
十
二
月
◆

■
国
有
林
野
等
所
在
市

町
村
長
有
志
連
絡
協
議

会
（
局
）

■
第
５
回
生
物
多
様
性

検
討
委
員
会
（
局
）

７～
８月７～
８月７～
８月

９～
12月９～
12月９～
12月
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【釧路湿原森林環境保全ふれあいセンタ

ー】春採湖
はるとりこ

の畔に建つ釧路市立柏木小
学校とは、子どもたちとの森林教室、
教職員の学習会などを通じた交流をし
てきましたが、平成20年４月に隣の小
学校に統合されることになりました。
このため平成14年からみんなで種を

播いて育ててきたミズナラを春採湖遊
歩道に記念植樹することとなり、当セ
ンターもお手伝いに参加しました。
まず、11月５日（月）に植樹の前段

として、４年生のみなさんとミズナラ
の木について、種の標本などを使いな
がら勉強し、11月７日（水）に全校児
童、父兄らが参加し植樹会を行い、こ
れまで大切に育ててきたミズナラをて
いねいに植え付けました。

【石狩署】ＮＰＯ法人森林
も り

遊びサポートセンターのみなさん27

名が、11月６日（火）に千歳市の道道支笏湖公園線の千歳第
４発電所入口周辺の国有林で、森林再生事業の一環として、
カミネッコンを使った植樹活動を行い、石狩森林管理署から
も５名がお手伝いに参加しました。
当日は、平成16年の台風18号の被害を受けた支笏湖公園線

沿いの風倒木を処理した伐根などのまわりに、ミズナラ、ア
オダモ、カツラの苗木が入った130個のカミネッコンを植え付
けました。
作業後には、環境にやさしい

治山施工地（魚道設置の堰堤、
間伐材を使用した山腹工）の見
学、漁岳周辺森林生態系保護地
域であるオコタンペ湖や恵庭渓
谷の散策などを行い、小春日和
の１日を楽しみました。

【後志署】シ
ーニックバイ
ウェイ北海道
のひとつに選
定されている

「支笏洞爺ニセコルート」で、11月７日
（水）に関係団体等による現地視察会が
あり、当署はオブザーバーとして参加
し、意見交換を行いました。
後志胆振流域の流域管理推進アクシ

ョンプログラムではこのほかにも、
様々な協議会等に参加しており、今後
も国有林の活用ニーズなどについて、
情報収集に取り組んでいきます。

アクションプログラム�アクションプログラム�流�流� 管�管� 推�推�域�域� 理�理� 進�進�

【石狩署】民有林と国有林が連
携した森林路網整備を進めるた
め、11月21日（水）に、積丹町
との打合せ会議を行いました。
これは同町が国有林に隣接す

る町有林の作業道開設にあた
り、当署へアプローチがあり、
国有林としても路網の未整備区
間で、沿線に間伐対象林分が多くあることから、効率的な整
備に向けて協力していくこととしたもので、11月下旬には、
ほぼ今年度の路網整備が終了しました。
会議では、路網の相互活用・現地検討・情報共有などにつ

いて意見を交わし、連携の基本認識を熟成し・継続して行く
ことを確認しました。
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【根釧東部署】

11月２日（金）、
中標津町立東小学
校の４・５年生の
みなさんと森林教
室を開催しまし
た。
４年生のみなさ

んとは、「森林の
土のひみつ」をテーマに、森林の重要な
役割である「水源かん養」とそれを支え
る「森林土壌の仕組み」について野外で
の実験などを通して学習しました。

５年生のみなさ
んとは、「森林育
成と林業」をテー
マに、地元の森林
計画図を見なが

ら、格子状防風林の配置、防風保安林
の維持造成についての学習や、測高器
や輪尺を使った測樹の屋外実習を行い
ました。
どちらも、子どもたちから質問や感

想がたくさん出され、森林への深い興
味と関心が感じられる教室となり、今
後も地域での森林環境教育の推進のた
めに積極的な取り組みを続けていきた
いと考えています。

【網走西部署】クリスマスシーズンを控えた11月下旬、恒例の
「リース作り」教室が遠軽町と湧別町の小学校で開かれ、山で
集めた自然の材料を携えて「まちの森林博士」と森林管理署
職員が先生役を務めました。
これは、葛ツル、松ボックリ、ヒバや木々の切り抜きなど

の自然の材料を使った工作を通じ、子どもたちに木や森林へ
の関心をもってもらうこと、作ることの楽しさを味わっても
らうことなどを目的に行っているものです。

24日（土）に遠軽町立遠軽小学校を会場に開かれた教室は、
同町教育委員会と小中学校の学社融合事業の一環で行われ、
70人が参加しました。
また、29日（木）には、湧別町立芭露

ばろ う

小学校で授業の一環
として行われました。
両日とも、子どもたちはリース

やミニツリーを色鮮やかに飾り、
満足のいく作品を作り上げていま
した。
みなさん、きっと思い出深い楽し

いクリスマスを迎えたことでしょう。

【後志署】11月
23日（火）、ニセ
コグランヒラフ
スキー場で倶知
安町観光協会の
主催で町内のス

キー場の合同安全祈願祭が開かれました。
今や国際的になった同スキー場は当

日40Aの積雪で、２コースが滑走可能
となり、早速国際色豊かなスキーヤー、
スノーボーダーたちが元気に初滑りを
楽しんでいました。

【根釧西部署】当署では「我
が署の四季いろいろ」と題
した2008年版の国有林カレ
ンダーを作成し、北海道森
林管理局のホームページに
おいてダウンロードによる
配布を行っています。
カレンダーは、これまでに職員が業務の中で撮影した画像

の中からベスト12枚をセレクトし作成しました。
ぜひ、多くの方にダウンロードしてもらい、根釧西部の国

有林の四季を楽しんでもらえたらと思っています。
北海道森林管理局ホームページ

http://www.hokkaido.kokuyurin.go.jp/kyoku/
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森
林
官
リ
レ
ー�

玉
舘
あ
ゆ
み�

空
知
森
林
管
理
署�

岩
見
沢
森
林
事
務
所
　
森
林
官�

み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
勤
務
す
る
岩
見
沢
森
林
事

務
所
は
、
管
轄
区
域
が
三
市
一
町

に
ま
た
が
り
、
北
は
美
唄
市
の
防

風
保
安
林
、
南
は
岩
見
沢
市
の
利

根
別
自
然
休
養
林
と
管
理
し
て
い

る
森
林
は
変
化
に
富
ん
で
お
り
、

ま
た
日
々
の
仕
事
の
中
で
も
四
十

数
㎞
に
及
ぶ
国
有
林
の
境
界
巡
検

は
、
や
り
応
え
が
あ
り
ま
す
。

米
ど
こ
ろ
、
空
知
の
一
翼
を
担

っ
て
き
た
管
内
の
防
風
保
安
林
で

は
、
数
年
前
の
台
風
の
風
倒
被
害

の
発
生
も
あ
り
、
被
害
個
所
に
は

植
栽
を
行
い
、
将
来
立
派
な
防
風

林
と
な
る
よ
う
管
理
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
利
根
別
自
然

休
養
林
（
岩
見
沢
市
）
で
は
、
小

学
生
等
を
対
象
に
、
森
林
教
室
・

コ
ン
パ
ス
測
量
・
か
ん
じ
き
体
験

な
ど
年
間
を
通
し
て
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
私
で
は

気
が
つ
か
な
い
質
問
な
ど
に
、
逆

に
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
日
々
で
す
。

ま
た
、
林
内
の
国
有
林
（
退
職

者
の
森
）
で
は
、
Ｏ
Ｂ
の
方
達
と

一
緒
に
下
刈
り
等
も
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

月
形
町
に
は
、

北
限
の
杉
の
保
護

林
が
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
級
に
加

え
、
野
鼠
の
被
害

が
見
受
け
ら
れ
、

保
護
シ
ー
ト
等
で

対
策
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
も
本
署
と

協
力
し
な
が
ら
、大
切
に
育
て
て
い

か
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
勤
務
す
る
事
務
所
は
一
緒

に
勤
務
す
る
基
幹
作
業
職
員
が
二

名
と
少
数
で
す
が
、
岩
見
沢
地
区

に
あ
る
五
つ
の
森
林
事
務
所
と
協

力
し
な
が
ら
業
務
を
実
行
し
、
現

在
は
冬
季
事
業
の
保
育
間
伐
を
雪

と
寒
さ
と
戦
い
な
が
ら
、
健
康
と

安
全
に
留
意
し
実
行
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
本
署
、
現
場
の
皆
さ

ん
に
助
け
ら
れ
、
な
ん
と
か
や
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
般
市
民

の
み
な
さ
ん
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
、
国
有
林
の
役
割
・
業

務
を
更
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
私
自
身
が
様
々
な
場
面
で
対

応
出
来
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い

か
な
く
て
は
と
痛
感
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

元気な子どもたちと冬の森林教室

【
空
知
署
】
今
年
度

の
安
全
祈
願
祭
に
あ

た
り
、
当
署
で
は
こ

れ
か
ら
の
冬
道
運
転

で
の
無
事
故
を
祈
念

し
て
、
職
員
手
作
り

の
か
わ
い
い
ド
ン
グ

リ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が

付
い
た
「
交
通
安
全

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
」
を
全
職
員
に
配

布
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
少
し

で
も
交
通
事
故
防
止

の
お
役
に
立
て
れ

ば
」
と
、
女
性
職
員
が
中
心
と
な

っ
て
作
製
し
た
も
の
で
す
。

運
転
を
す
る
と
き
は
、
こ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
思
い
出
し
、
安
全
運

転
に
努
め
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
　
　
　
　
　（
小
路
　
次
長
）

雪と寒さと戦いながら保育作業北限のスギ保護林（月形町）

今年もよろしくお願いします。（中央が森林官）

ドングリカードで冬型事故ゼロへ
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本
格
的
な
冬

を
迎
え
、寒
冷
、

凍
結
、
積
雪
等

に
よ
り
現
場
の

作
業
環
境
が
、

一
段
と
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
に

加
え
、
着
ぶ
く

れ
や
寒
さ
に
よ

り
身
体
の
動
き

が
に
ぶ
く
な
る

こ
と
や
、
年
末

年
始
の
行
事
等

に
よ
り
、
生
活

の
リ
ズ
ム
が
崩

れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
災
害
発

生
の
要
因
が
多

く
な
る
時
期
で

す
。こ

の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、

「
ゼ
ロ
災
月
間
」

を
一
月
に
設
定

し
、
局
幹
部
に

よ
る
安
全
管
理

及
び
安
全
作
業

の
現
場
指
導
を

実
施
す
る
こ

と
、
並
び
に
局

幹
部
の
安
全
指

導
等
の
な
い
署

に
お
い
て
は
、
総
括
安
全
管
理
者

等
が
現
場
巡
視
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
の
公
務
災
害
の

発
生
状
況
は
、
既
に
昨
年
度
の
倍

以
上
の
件
数
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
重
大
災
害
に
結
び
つ
く
恐
れ

の
あ
る
ヒ
ヤ
リ
事
故
も
多
発
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

更
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は

路
面
凍
結
等
に
よ
り
車
両
の
「
冬

型
事
故
」
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
冬
季
作
業
に
お
い
て

は
、
滑
り
、
転
倒
、
転
落
や
雪
塊

等
の
落
下
な
ど
の
災
害
発
生
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

全
職
員
が
、
危
険
予
知
能
力
を

高
め
「
災
害
を
起
こ
さ
な
い
、
起

こ
さ
せ
な
い
」
と
の
強
い
意
識
の

下
、
自
分
た
ち
の
職
場
・
現
場
か

ら
災
害
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

北
海
道
で
は
交
通
事
故
死
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
返
上
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
寒
さ
も
本
格
化

し
、
積
雪
、
路
面
状
況
等
に
よ
り

道
路
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な

り
、「
ス
リ
ッ
プ
事
故
」
を
は
じ

め
「
視
界
不
良
に
よ
る
事
故
」

「
わ
だ
ち
に
よ
る
事
故
」
等
の
冬

型
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。冬

型
事
故
で
最
も
多
い
ス
リ
ッ

プ
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
常
に

「
路
面
は
滑
る
」、「
対
向
車
が
ス

リ
ッ
プ
し
て
く
る
」
と
危
険
を
予

測
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の

ほ
か
「
わ
だ
ち
や
吹
き
だ
ま
り
が

あ
る
」
等
路
面
の
状
況
を
し
っ
か

り
と
見
な
が
ら
走
行
す
る
と
と
も

に
、
ス
ピ
ー
ド
は
二
割
減
速
す
る

ほ
か
、
早
め
に
出
発
す
る
な
ど
し

て
「
心
と
時
間
に
ゆ
と
り
」
を
持

っ
た
運
転
に
努
め
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

（
職
員
厚
生
課
）

局　大会議室

12月12日（水） 安全祈願祭

あ
せ
ら
ず�

あ
わ
て
ず�

あ
な
ど
ら
ず�

冬道安全運転のポイント

○滑ることを認識して、夏場感覚を捨てる
（夏場より制動距離が多く必要）
○路面状態の変化を先取りする（日陰、端、トンネル、岬など）
○交差点へはいつでも減速できる態勢で接近する
○下り坂カーブの手前で必ず減速する
○カーブの見えない先に必ず対向車を想定する
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広
報
「
北
の
森
林
も

り

国
有
林
」

発
行

北
海
道
森
林
管
理
局

編
集

保
全
調
整
課

〇
六
四
―
八
五
三
七

札
幌
市
中
央
区
宮
の
森

三
条
七
丁
目
七
〇

Ｉ
Ｐ
電
話

〇
五
〇
―

三
一
六
〇
―

六
二
七
四

電
　
話

〇
一
一
―
六
二
二
―
五
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
六
二
二
―
五
二
三
五

【
上
川
南
部
署
】
富
良
野
ス
キ
ー

場
は
、
夕
張
山
地
の
北
部
、
北
海

道
の
「
へ
そ
」
富
良
野
市
に
所
在

し
、
十
勝
岳
・
大
雪
山
連
峰
の
雄

大
な
眺
望
の
も
と
、
良
質
の
雪
と

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
コ
ー
ス

が
魅
力

で
、
初
心

者
か
ら
上

級
者
ま
で

ス
キ
ー
＆

ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
が
楽

し
め
ま

す
。全

長
四

千
r
を
誇

る
ゲ
レ
ン
デ
で
は
、
ス
キ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
十
回
、
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
二
回
開

催
し
、
国
内
で
は
こ
れ
だ
け
の
実

績
が
あ
る
ス
キ
ー
場
は「
富
良
野
」

だ
け
で
す
。

ゲ
レ
ン
デ
の
特
徴
は
、
大
き
く

二
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
国
内

最
速
の「
富
良
野
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」

（
二
、
三
三
〇
r
）
が
架
か
り
、

樹
林
を
楽
し
み
な
が
ら
滑
る
h
富

良
野
ゾ
ー
ン
i
、
ワ
イ
ド
な
ゲ
レ

ン
デ
が
楽
し
め
、
山
麓
か
ら
山
頂

ま
で
二
、
九
五
八
r
を
一
気
に
上

る
六
人
乗
り「
北
の
峰
ゴ
ン
ド
ラ
」

の
h
北
の
峰
ゾ
ー
ン
i
か
ら
な

【
空
知
署
】
十
二
月

六
日
（
木
）、
岩
見

沢
め
ぐ
み
幼
稚
園

に
、
天
井
ま
で
届
く

大
き
な
ツ
リ
ー
（
ア

カ
エ
ゾ
マ
ツ
）
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。こ

れ
は
九
年
前
か

ら
続
け
て
い
る
も
の

で
、
ツ
リ
ー
に
は
子

ど
も
た
ち
が
作
っ
た

か
わ
い
い
キ
ラ
キ
ラ
の
飾
り
が
た

く
さ
ん
付
け
ら
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス

が
終
わ
る
ま
で
幼
稚
園
の
玄
関
で

園
児
達
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出

に
残
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
杉
尾
　
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

EVENT
INFORMATION

▽
一
月
四
日
（
金
）

御
用
始
め

▽
一
月
八
日
（
火
）
〜

「
ゼ
ロ
災
月
間
」
安
全
指
導

▽
一
月
二
十
四
日
（
木
）

北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交

流
会
　
　
　
　
　
局
大
会
議
室

上空から見た富良野スキー場

富
良
野
ス
キ
ー
場�
富
良
野
ス
キ
ー
場�

り
、
上
部
で
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。ス

キ
ー
場
の
営
業
期
間
は
十
一

月
二
十
三
日
〜
五
月
六
日
で
す

（
予
定
）。

夏
期
は
六
月
初
旬
〜
十
月
中
旬

ま
で
営
業
し
、
新
緑
か
ら
彩
り
鮮

や
か
な
紅
葉
ま
で
富
良
野
を
代
表

す
る
景
色
を
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
富
良
野
西
岳
（
一
、
三

三
一
r
）
の
登
山
コ
ー
ス
と
な
っ

て
お
り
、
一
年
中
楽
し
め
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
提
供：

富
良
野
ス
キ
ー
場
）

札幌から２時間20分（143Km）
旭川から１時間25分（60Km）
帯広から２時間25分（116Km）

●ACCESS●
アクセス

自家用車

札幌から２時間（滝川乗り替え）
旭川から１時間
帯広から２時間30分

ＪＲ

札幌から２時間30分（高速）
旭川から１時間53分（快速）

バス

富良野スキー場�


